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【論文の内容の要約】 
 
多くのバチルス属細菌が作物の病害虫を抑制したり、作物の生育促進効果を有するとして報告されている。この
際、外来の拮抗菌は土着の環境条件に適応しづらいため、土着の微生物あるいはその代謝産物を施用すべきである。
本研究の目的は、ネコブセンチュウに対して抑制効果を有するバチルス菌をアフガニスタン土壌から探索すること、
イネの生産性を高める日本に土着のバチルス菌を探索することであった。 
将来アフガニスタンへの応用を念頭に、線虫に対する拮抗菌を耐熱性細菌から探索することを試みた。トマトを
各種のアフガニスタン土壌で栽培し、その表面殺菌した根および根圏土壌から糸状菌に対する阻止円形成に基づき
候補株を一次選抜した。ついで、線虫に対する殺虫効果の有無で拮抗菌を選抜した。選抜された拮抗菌は殺虫効果
の有無にかかわらず、トマトのネコブセンチュウ害を顕著に抑制した。これらの拮抗菌はすべてプロテアーゼを分
泌したことから、これが線虫抑制に寄与していると考えられた。分子系統解析の結果、線虫抑制効果を有するバチ
ルス菌はB. subtilisに近縁であることがわかった。 
 Bacillus subtilis C-3102株を主成分とする市販の微生物資材のイネへの生育促進効果をポット試験で評価した。資材
を土壌に接種するとイネの生育が良好となることが確認された。資材に含まれる担体自体にも生育促進効果があり、
これは土壌の酸性矯正と栄養供給によると考えられた。生細胞のみの接種でも乾物でイネの茎葉部を 24％、穂部を
35％増加させた。微生物資材の菌体成分および担体の両方に生育促進効果があることがわかった。 
 本研究により、トマトのネコブセンチュウ害を抑制するアフガニスタンに土着のバチルス菌の有効性が実証され、
また、市販微生物資材のイネへの生育促進効果が明らかにされた。 
 
 
